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よつ葉の仲間の活動紹介 

「元氣な未来へつなぐ会もおか」は 2018年 2月に行われた、本間真二郎先生の講演会を真岡

市で開催するにあたり集まった会です。 

2020年には「映画いただきます上映会&安田節子先生講演会」を開催。最近では、「映画いた

だきます 2オーガニック給食編」の上映会や、「全国オーガニック給食フォーラム」をサテラ

イト会場として開催しました。 

10月 26日に行われた「全国オーガニック給食フォーラム」では、オーガニック給食をどう

進めていいのかわからない…有機農家が少ないから無理…と思われている自治体が、ゼロからのスタート 

でも大丈夫！と思える内容でもありました。 

昨年末から年明けにかけて、真岡市の「より安全な学校給食」を求める署名の署名集めを行いま 

した。皆様から頂いた署名を、市長および教育長に提出したことで、農政課では有機農業の開拓に 

取り掛かる運びになりました。10/26のサテライト開催に参加も頂き、様々な事例を参考に事業に 

着手していかれると期待します。 

私達はこれからも、市民(消費者)や行政へも働きかけを続けていきたいと思います。 

「元氣な未来へつなぐ会もおか」では、随時活動メンバーを募集しております。気になるかたは 

お気軽に Facebookページへメッセージまたは、メールにてお問い合わせください。  

✉️ genki.moka2018@gmail.com                    （真岡地区 前野） 

 

思った以上に参加者が多く、オーガニック給食に対する関心の

高さが伺えました。またすでに実際にオーガニック給食を取り入

れている市町村の方々のお話は興味深く、今後オーガニック給食

を取り入れたいと思う私達に希望を与えてくれるものでした。特

に心に響いたのは、すでに地元産 100%有機米を使用している千

葉県いすみ市の職員の方のお話しで、全国の学校を有機米にする

には、今ある耕作地を 2%変えることで実現するということでし

た。これは 2030 年までに実現することを目標に掲げているそう

ですが、それが実現するとその有機米を食べて育った子供達が親

になるので（そうなると家庭でも有機米を食べたいというニーズ

は当然高まり）、国の掲げる 2050年までに有機農地が全体の耕作

地の 25%になるのも夢ではないのでは、という希望あるお話でし

た。一人一人の意識が少しずつ変わっていく事がやがて大きな流

れになるのだと改めて気付かされ、私もこれからの子供達が安心

安全に暮らしていける日本になるように出来ることから始めてい

きたいと思いました。 

栃木委員会 古橋さん 

 

フランスの学校給食に関しては、認定レベルがあり学校などで

認定して貰えるという事で基準があると実施しやすいのかな、と

思いました。韓国の給食は無償１００％でシステムが出来上がっ

ていて参考に出来る部分が有りそうな感じがしました。日本のオ

ーガニック給食に関しては、まず全国の数々の市町村で取り組ん

でおり、２０３０年までに全国の学校給食のお米を１００％にす

る！という事で出来るのかな、なんて思いましたが、実際には全

国水田の２％を有機にすれば可能なので案外出来るのかなあ、と。

数字で見ると思いました。（後略） 

栃木委員会 高際さん 

 

参加者 4000人！「全国オーガニック学校給食フォーラム」が開催されました 
給食をオーガニックにすることは、地域の農業を支え、食料自給率を上げ、環境を守り、私たちの身体を健やかに育み、  

雇用や経済までをも豊かに変えることが出来る最善の方法…      「オーガニック給食宣言 2022年 10月 26日」より 

 

10 月 26 日、東京都中野区で開かれたフォーラムには、市民や

自治体関係者、有機農業生産者など、会場とオンラインで全国か

ら約 4000 人の参加がありました。冒頭では全国各地から、有機

学校給食に取り組んでいる、あるいは実現に向けて動き出した自

治体の首長 23 名の挨拶があり、よつ葉生協も協力して有機農業

の推進に取り組んでいる小山市長や塩谷町長の姿も。「学校給食」

という子どもの健康と地域経済の一翼を担う公共事業に、有機の

価値を認めることが、全国的に広がりつつあることを感じました。 

 海外の先進事例として、フランスと韓国の報告や、国内の実践

している地域からの報告など、有機学校給食の意義や取り組むう

えで参考になるお話がたくさん聞け、全国に大勢の仲間がいるこ

とを実感できるフォーラムでした。 

 「うちの子が通う学校の給食も、オーガニックになったら良い

のに…」そんな消費者の思いが、声を上げることで「有機農業の

推進」「地域経済の活性化」の願いと共にうねりとなって、行政を

動かし始めています。よつ葉生協も、組合員の皆さん、生産者の

皆さんと一緒に、このうねりを広げていきたいと思います。 

（理事 堀） 

～参加した方の感想～ 

食べる物で身体はつくられるので、やっぱり食べ物は大事だな

ぁと思わされました。小さい頃から食べ慣れた味は大人になって

も覚えていると思うので、学校給食で有機で作られたお米や野菜

をどんどん食べて欲しいと思いました。 

オーガニックは食べる人にも作る人にとっても身体にも環境にも

良いので栃木県でも早く始まるといいと思います。 

 栃木委員会 佐藤さん 
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参加してみませんか    

地産地消～守ろうふるさと のこそう緑の大地～ 

秋山さんの里山で落ち葉さらいをしよう！ 
 

日 時：2023年 1月 21日（土） 

10：00～12：00（受付 9：45～） 

会 場：グリーン研・秋山さんの里山（栃木県下野市薬師寺 2940付近） 

参加費：無 料     託 児：な し        

締切日：2022年 12月 28日（水） 

※12月 4週の配送は 12/24（土）～28日（水）です。 

 いつもと配送日が異なるのでご注意ください。 

主催・問合せ よつ葉生協 本部 中村 TEL 0120-07-1613 

※状況によっては、抽選となる場合があります。 

※食事の提供はありません。 

※P4の共通申込書でお申込みください。 

※ご案内は 1月 11日以降に郵送します。 

 

落ち葉さらいは、里山の環境を守り、

よい土を作る堆肥のためにも大切な

作業です。 

秋山さんの野菜がおいしいのは、落ち

葉の堆肥をたっぷり使っているから

です。落ち葉さらいを通して、自然の

恵みを循環させる営みを実感しまし

ょう。 

 

よつ葉文庫 

NO.1289 『少年時代～飛行機雲はるか～』  塩野米松 理論社 

  

      昭和 30年代、子ども達はどんな遊びをしていたでしょうか？ 

      東北の田舎の子どもがごっこ遊びを真剣にぶつかって、1 つの社会が出来ていく様

子は、子どもの世界とはいえ、ハラハラ、ドキドキです。 

      小説ですが、ゲームが子どもの遊びの中心になる前は、遊びの道具を自分で作り、

身体を張って、生傷が絶えない毎日を過ごしていた様子が、目に浮かぶように再現

されています。 

      春には春の遊び、夏・秋・冬の移り行く季節の中で野山をかけ、川に入り、毎日次

から次と繰り広げる、やんちゃ坊主の遊びと冒険はそれなりの正義感に裏打ちされ

ていました。 

      決闘をして、最後は皆できのこ鍋で手打ちをする子どもたちのしめ方は、大人より

仲良く地域で生きていくすべを心得ていました。 

      拍手を贈りたいです。                    （会長 冨居） 

組合員様、地域への配慮、地域見守り活動の目的・意味を理解した上、組合員様の異変に気づけ

た行動は称賛に価すると捉えております。また、様々な状況下の中、適切な判断が出来たことは

他の模範となります。少しでも組合員さまや地域の皆様に対して社会貢献が出来る様、よつ葉生

協一丸となり、組合員様の暮らしと健康を守る為に地域見守り活動を継続して参ります。 

よつ葉生協 配送統括責任者 肥後 隆章 

 

よつ葉生協組合員宅への配送では、管内の自治体と 

地域見守り協定を結び、組合員や地域住民、道路状況の 

見守りの役割を担っています。この秋、組合員さん宅で 

先週のお届け商品が手づかずで置いてある事例が二件

あり、地域の福祉課を通じて亡くなられていることが

分かりました。 

亡くなられた組合員様のご冥福を心よりお祈り申し

上げます。 

迅速に対応した組合員組織部の古澤清美職員、塩谷セ

ンター邊見真史社員に感謝状をお渡ししました。 

（理事長 三輪） 

 

地域見守り 

活動報告 




